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9
月
日
本
在
住
外
国
人
を
対
象
に
開
催

今
年
度
総
会
を
開
催

10
月
記
念
事
業
成
功
に
向
け
全
力

　
没
百
年
釈
宗
演
を
顕
彰
す
る
会
は
今
年
10
月
28
日
の
記
念
式
典
、
顕

彰
碑
の
建
立
な
ど
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
が
、
福
井
県
が
進
め
る
「
幕

末
明
治
福
井
1
5
0
年
博
　
ニ
ッ
ポ
ン
の
夜
明
け
は
福
井
か
ら
」
記
念

事
業
と
し
て
高
浜
町
の
偉
人
釈
宗
演
を
発
信
す
る
諸
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。今
回「
禅
の
高
僧
釈
宗
演
　
ふ
る
さ
と
高
浜
」を
外
国
の
方
に
知
っ

て
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
を
9
月
に
開
催
し
ま
す
。
高
浜
＝
禅
文
化
の
ふ
る

さ
と
＝
小
京
都
＝
鮨
、
食
の
文
化
と
し
て
発
信
し
ま
す
。

　

釈
宗
演
を
顕
彰
す
る
会
で
は
顕
彰
に
か

か
る
経
費
に
つ
い
て
募
金
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
詳
細
は
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

没
百
年
を
記

念
し
て
禅
の
高

僧
釈
宗
演
を
紹

介
す
る
書
籍
発

刊
が
相
次
い
で

い
ま
す
が
、
こ

の
ほ
ど
「
釈
宗

演
と
明
治
」
を

タ
イ
ト
ル
と
し

た
釈
宗
演
の
歩

◎
募
金
の
お
願
い

没百年記念出版

（福井県歴史資源魅力創出支援助成対象事業）

　

福
井
県
は
国
体
開
催
の
今
年
、

幕
末
明
治
福
井
1
5
0
年
博
と
し

て
近
代
日
本
の
礎
を
築
い
た
福
井

の
先
人
た
ち
に
会
い
に
行
こ
う
博

を
県
下
全
域
で
展
開
し
て
い
ま

す
。
高
浜
町
で
は
禅
を
世
界
に
広

め
た
明
治
の
高
僧
釈
宗
演
に
ス

ＺＥＮ高僧ふるさとツアー
釈宗演 禅三昧のつどい釈宗演 禅三昧のつどい釈宗演 禅三昧のつどい

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
取
り
組
み
が
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

顕
彰
す
る
会
で
は
﹇
禅
三
昧
の

つ
ど
い
﹈
と
し
て
9
月
15
日
〜
16

日
、
高
浜
町
日
置
の
臨
済
宗
建
仁

寺
派
大
成
寺
、
同
17
日
臨
済
宗
相

国
寺
派
元
興
寺
に
於
い
て
主
に
外

国
人
が
座
禅
を
体
験
、お
茶（
野
点)

琴
演
奏
、
華
道
、
書
パ
フ
オ
ー
マ

ン
ス
等
を
企
画
し
高
浜
の
文
化
に

触
れ
て
も
ら
い
ま
す
。
禅
文
化
を

三
昧
に
堪
能
し
、
若
狭
高
浜
の
郷

土
料
理
を
楽
し
み
、
観
光
ス
ポ
ッ

ト
の
中
山
寺
や
釈
宗
演
生
誕
地
、

佐
伎
治
神
社
な
ど
ゆ
か
り
の
地
を

訪
ね
ま
す
。

　

釈
宗
演
が
一
二
〇
年
前
初
め
て

外
国
人
に
座
禅
を
教
え
た
日
本
人

で
あ
る
こ
と
や
、禅
を
「
Ｚ
Ｅ
Ｎ
」

と
し
て
世
界
に
広
め
た
高
僧
で
、

そ
の
努
力
が
今
日
の
Ｚ
Ｅ
Ｎ
ブ
ー

ム
で
多
く
の
欧
米
人
観
光
客
が
訪

れ
て
い
る
貢
献
者
で
あ
る
こ
と
を

紹
介
し
ま
す
。

　
そ
の
功
績
を
讃
え
る
と
共
に
、
禅

の
高
僧
の
故
郷
で
あ
り
、
大
陸
文
化

の
玄
関
口
と
し
て
和
と
食
の
故
郷
若

狭
高
浜
の
魅
力
を
海
外
に
発
信
す
る

場
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

「釈宗演と明治　
ＺＥＮ初めて海を渡る」

─ 中島美千代著 ─

み
、
足
跡
を
紹
介
す
る
本
が
発
行

さ
れ
ま
し
た
。

　

著
者
は
福
井
市
出
身
の
中
島
美

千
代
氏
。①
ふ
る
さ
と
若
狭
高
浜

青
葉
山
と
白
い
砂
浜
の
町
で
始
ま

り
②
出
家
③
慶
應
義
塾
で
洋
学
を

学
ぶ
④
セ
イ
ロ
ン
遊
学
⑤
管
長
就

任
等
７
章
で
構
成
さ
れ
、
最
後
に

Ｚ
Ｅ
Ｎ
は
世
界
へ
、
弟
子
た
ち
の

苦
難
の
道
は
遠
く
、
で
終
わ
っ
て

い
ま
す
。

　

生
誕
か
ら
59
歳
で
亡
く
な
る
ま

で
、
宗
演
の
生
き
た
そ
れ
ぞ
れ
の

時
代
、
著
名
人
と
の
か
か
わ
り
等

わ
か
り
や
す
い
文
体
で
表
現
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
さ
に
宗
演
を
知
る

一
冊
と
言
え
ま
す
。

　
　
（
ぷ
ね
う
ま
舎
発
行 

3
0
2
4
円
）

　

顕
彰
記
念
事
業
の
本
番
を

本
年
10
月
に
控
え
、
平
成
三

十
年
度
定
期
総
会
が
、
4
月

14
日
（
土
）
午
後
一
時
三
十

分
よ
り
、
高
浜
公
民
館
多
目

的
ホ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
委
任
状
出
席

も
含
め
、
95
名
の
参
加
者
が

あ
り
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
顕
彰
す

る
会
の
伊
藤
会
長
か
ら
顕
彰

記
念
事
業
の
成
功
に
向
け
た

一
層
の
取
り
組
み
と
会
員
へ

の
協
力
要
請
が
あ
り
、
来
賓
で
あ

る
野
瀬
高
浜
町
長
か
ら
顕
彰
記
念

事
業
達
成
へ
の
激
励
の
ご
挨
拶
を

頂
き
ま
し
た
。早
速
議
事
に
入
り
、

今
回
上
程
さ
れ
た
議
案
に
対
し
各

担
当
責
任
者
か
ら
報
告
が
行
わ
れ

賛
成
多
数
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
「
禅
と
日
本
文
化
」
と

題
し
、
お
お
い
町
若
州
一
滴
文
庫

学
芸
員
下
森
弘
之
氏
に
よ
る
講
演

が
行
わ
れ
、
釈
宗
演
の
人
脈
や
偉

業
、
人
柄
な
ど
に
つ
い
て
約
1
時

間
に
わ
た
り
幅
広
く
講
演
頂
き
ま

し
た
。

高
浜
の
文
化
を
世
界
に
発
信

高
浜
の
文
化
を
世
界
に
発
信

「
禅
と
日
本
文
化
」
講
演
も



◆
釈
宗
演
の
名
言
・
和
歌
紹
介

わ
が
身
を
ば
　
何
に
た
と
え
ん
　
白
雲
の

　
　
　
　
　
　
　
　
山
あ
る
里
は
家
路
な
り
け
り

僧
侶
と
し
て
の
短
歌
が
多
い
中
か
ら
、
な
ぜ
こ
の
歌
が
選
ば
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。

し
か
し
故
郷
と
家
族
を
恋
慕
う
宗
演
の
哀
切
な
気
持
ち
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。

こ
の
歌
こ
そ
出
家
か
ら
五
十
年
の
歳
月
、
宗
演
の
心
を
占
め
て
い
た
思
い
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。

（
中
島
美
千
代
著　
「
釈
宗
演
と
明
治
」
よ
り
）

宗
演
の
偉
業
に
心
寄
せ
て

円
覚
寺
、
東
慶
寺
等
訪
問

『
釈
宗
演
と
明
治
』を

　  

書
く
ま
で

中
島
　
美
千
代

シ
リ
ー
ズ
④
　
　
私
と
釈
宗
演

釈宗演だより （平成 30年 7月 10日発行）

　

一
昨
年
の
暮
れ
、
私
は
初
め
て
高
浜
の
町
を
歩
い
た
。
友
人
が
「
鎌
倉

漱
石
の
会
」
の
事
務
局
を
し
て
お
り
、
会
報
に
釈
宗
演
の
ふ
る
さ
と
高
浜

を
訪
ね
る
紀
行
文
を
書
か
な
い
か
と
誘
っ
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
私
は

釈
宗
演
を
知
ら
な
か
っ
た
。
漱
石
の
作
品
『
門
』
を
読
み
な
お
し
、
資
料

に
あ
た
り
、
少
し
ば
か
り
の
知
識
を
得
た
。

　

禅
僧
の
修
行
を
ひ
と
通
り
終
え
た
あ
と
、
師
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
慶

應
義
塾
へ
入
り
、
セ
イ
ロ
ン
へ
渡
る
。
管
長
に
な
っ
た
あ
と
は
、
シ
カ
ゴ

万
国
宗
教
会
議
で
初
め
て
禅
を
伝
え
た
。多
く
の
仏
教
書
や
研
究
書
に
は
、

宗
演
が
近
代
日
本
に
果
た
し
た
役
割
や
功
績
が
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し

生
き
た
宗
演
は
見
え
て
こ
な
い
。
青
葉
山
と
青
い
海
を
見
な
が
ら
、
私
は

宗
演
を
探
し
て
い
た
。

　

帰
っ
て
か
ら
、
書
簡
集
を
見
つ
け
た
。
ま
さ
か
死
後
に
出
版
さ
れ
る
と

は
思
わ
ず
、
宗
演
が
そ
の
時
々
の
心
情
を
綴
っ
た
書
簡
で
あ
る
。
慶
應
に

入
り
た
い
こ
と
、
セ
イ
ロ
ン
で
貧
困
に
耐
え
て
い
る
こ
と
な
ど
、
書
簡
に

は
宗
演
の
熱
い
血
が
流
れ
て
い
る
。
宗
演
は
淋
し
が
り
屋
で
も
あ
っ
た
。

人
間
味
あ
ふ
れ
る
宗
演
が
書
簡
の
中
に
い
る
。
そ
れ
で
も
ま
だ
迷
い
は
あ

る
。
僧
侶
が
書
け
る
だ
ろ
う
か
。

　

お
よ
そ
二
カ
月
後
、
私
は
再
び
高
浜
の
町
を
歩
い
た
。
商
店
街
は
ひ
な

祭
り
で
賑
わ
っ
て
い
た
。
ひ
な
人
形
を
飾
っ
た
店
の
人
と
会
話
し
、も
ら
っ

た
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
や
菓
子
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
て
海
沿
い
の
道
を
歩
く
。

　

青
葉
山
は
冬
枯
れ
の
ま
ま
で
、
海
は
鈍
色
に
光
っ
て
い
た
。
宗
演
が
生

涯
、
心
に
お
い
た
山
と
海
の
あ
る
町
で
あ
る
。
仏
教
書
や
研
究
書
で
は
な

く
、
紀
行
文
で
も
な
く
、
評
伝
の
中
で
こ
そ
、
生
き
た
宗
演
が
書
け
る
。

　

二
度
目
に
歩
い
た
高
浜
の
町
で
、
私
は
何
と
し
て
も
釈
宗
演
を
書
き
た

い
と
思
っ
た
。

慶
応
大
学
で
釈
宗
演
没
百
年

記
念
特
別
展
・
記
念
講
演
聞
く

　

著
名
な
漫
画
家

井
上
雄
彦
氏
の

チ
ー
フ
ア
シ
ス
タ

ン
ト
で
福
井
県
出

　

6
月
11
日
（
月
）
か
ら

12
日
（
火
）
に
か
け
釈
宗

演
の
活
躍
し
た
鎌
倉
市
に

あ
る
円
覚
寺
、
東
慶
寺
、

東
慶
寺
石
塔
に
は
自
作
が
前
の
住
職
　
古
川
尭
道
の
字
で
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

一
行
は
十
一
日
、
円
覚
寺
で
の

一
般
立
ち
入
り
禁
止
の
禅
道
場
や

漱
石
が
滞
在
し
た
帰
源
院
を
特
別

見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
東
慶
寺

で
水
月
堂
、
釈
迦
如
来
座
像
の
宗

演
の
墓
参
り
を
し
ま
し
た
。
会
員

で
あ
る
田
中
円
福
寺
和
尚
の
お
経

が
流
れ
る
中
、
参
拝
し
ま
し
た
。

　

初
め
て
訪
れ
た
方
が
大
半
だ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
参
加
者
は
宗
演

ゆ
か
り
の
名
刹
に
心
を
寄
せ
て
い

ま
し
た
。

釈宗演ついに漫画に
釈宗演ＺＥＮ『上巻』発刊

身
の
高
島
正
嗣

氏
の
作
品
が

漫
画
本
と
し
て

発
刊
さ
れ
ま
し

た
。

　

釈
宗
演
没

1
0
0
年
迎

え
、Ｚ
Ｅ
Ｎ
へ

の
関
心
が
全
国

的
に
高
ま
る

中
、
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

横
田
円
覚
寺
派
管
長
が
監
修
。

タ
イ
ト
ル
は
「
福
沢
諭
吉
、
夏
目

漱
石
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ス

マンガで
知ろう !!

ま
で
な
ぜ
彼
ら
は
禅
Ｚ
Ｅ
Ｎ
に

魅
了
さ
れ
た
の
か
！
近
代
日
本

を
破
天
荒
に
生
き
た
禅
僧
の
生

き
様
を
初
の
漫
画
化
！
」
と
あ

り
ま
す
。
上
巻
に
は
郷
土
愛
深

い
高
浜
の
宗
演
の
少
年
時
代
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
上
・
下
巻

で
の
発
刊
。
上
巻
１
２
９
６
円

日
経
Ｂ
Ｐ
社
発
行
。
下
巻
は
今

秋
の
予
定
で
す
。

　

最
寄
り
の
書
店
で
お
求
め
く

だ
さ
い
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
で
は
6
月
4
日

〜
8
月
6
日
ま
で
慶
応
義
塾
大
学

で
開
催
中
の
「
釈
宗
演
と
近
代
日

本
」
展
を
鑑
賞
し
6
月
11
日
開
催

の
「
釈
宗
演
と
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム

に
つ
い
て
」
の
演
題
で
開
催
さ
れ

た
東
京
大
学
馬
場
准
教
授
と
円
覚

寺
横
田
管
長
の
講
演
・
対
談
を
聴

講
し
ま
し
た
。

　

慶
応
義
塾
塾
長
の
挨
拶
後
、
釈

宗
演
の
功
績
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ

講
演
、
対
談
し
近
代
日
本
の
仏
教

を
超
え
世
界
の
恒
久
平
和
を
見
据

え
た
偉
大
な
人
と
た
た
え
ら
れ
多

く
の
人
が
熱
心
に
聴
講
し
、
メ
モ

さ
れ
て
お
り
、
認
知
度
や
関
心
の

高
さ
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

宗演の墓に参拝

釈宗演ゆかりの地
町民有志いざ
鎌倉へ“ツアー”

　

5
月
25
日
（
金
）
午
後
1
時

30
分
と
午
後
7
時
か
ら
高
浜
公
民

館
に
お
い
て
釈
宗
演
学
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
各
小
学
校
で
子
供

た
ち
へ
釈
宗
演
の
偉
業
学
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
地

域
社
会
人
向
け
の
学
習
会
で
す
。

今
後
順
次
、
各
公
民
館
を
会
場
に

開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

講
師
は
松
岡
茂
和
幹
事
で
す
。

　

内
容
は
①
高
浜
の
偉
人
②
日
本

の
歴
史
と
禅
③
釈
宗
演
の
偉
業
と

魅
力
、
人
脈
、
性
格
④
顕
彰
活
動

の
目
的
意
義
等
各
二
時
間
、
資
料

に
基
づ
き
釈
宗
演
の
生
き
ざ
ま
を

学
び
ま
し
た
。

建
長
寺
を
町
民
有
志
19
名
（
自

費
）
で
訪
問
し
ま
し
た
。
鎌
倉

は
宗
演
が
管
長
を
務
め
た
名
刹

円
覚
寺
、
東
慶
寺
が
あ
る
ゆ
か

り
の
地
で
す
。

　

円
覚
寺
は
鎌
倉
五
山
の
第
二

位
で
、
臨
済
宗
円
覚
寺
派
の
大

本
山
。
宗
演
が
32
歳
と
い
う
若

さ
で
管
長
を
務
め
、
禅
を
国
内

だ
け
で
な
く
世
界
に
広
め
た
寺

院
で
す
。
東
慶
寺
は
宗
演
が
管

長
を
辞
し
た
後
入
山
、
元
は
尼

寺
だ
っ
た
寺
を
禅
寺
と
し
て
中

興
。
当
時
の
居
士
、
哲
学
者
、

政
財
界
人
等
多
く
の
方
が
参
禅

し
ま
し
た
。
宗
演
が
眠
る
お
墓

も
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

◎
地
域
の
社
会
人
向
け

　
　
公
民
館
で
学
習
会
開
催


